









― 519 ― 









博士の専攻分野の名称  博 士（工 学） 
学 位 記 番 号  第  ２１１２９  号 
学 位 授 与 年 月 日  平成 19 年３月 23 日 
学 位 授 与 の 要 件  学位規則第４条第１項該当 
            工学研究科応用生物工学専攻 
学 位 論 文 名  コリネ型細菌のグルタミン酸生産における代謝解析に関する研究 
論 文 審 査 委 員  （主査） 
            教 授 清水  浩 
            （副査） 
            教 授 塩谷 捨明  教 授 大竹 久夫  教 授 福井 希一 
            教 授 関  達治  教 授 小林 昭雄  教 授 卜部  格 
            教 授 原島  俊  教 授 金谷 茂則  教 授 仁平 卓也 
            教 授 四方 哲也 






















 ３章では、２章で確立した代謝解析手法を用いて C. glutamicum のグルタミン酸生産期におけるフラックス解析を
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行い、グルタミン酸生産に重要な経路を探索した。補充経路については、増殖期においてはホスホエノールピルビン
酸（PEP）カルボキシラーゼに触媒される PEP からオキサロ酢酸（Oxa）へのフラックスが働いているが、グルタ
ミン酸生産期においては、それに加えてピルビン酸（Pyr）カルボキシラーゼに触媒される Pyr から Oxa へのフラッ
クスが活性化されることがわかった。 
 終章では、結言として本研究で得られた知見をまとめ、今後の展望について述べた。 










とその近縁種である Corynebacterium efficiens を用いて、細胞外物質の測定に基づいてグルタミン酸生産期におけ
る代謝フラックス解析を行い、二種のグルタミン酸生産量の差異の要因を定量的に調べている。 
 ２章では、正味のフラックスのみならず、前向き及び後ろ向きの反応（可逆反応）を考慮した精密な代謝フラック




 ３章では、２章で確立した代謝解析手法を用いて C. glutamicum のグルタミン酸生産期におけるフラックス解析を
行い、グルタミン酸生産に重要な経路を探索している。補充経路については、増殖期においてはホスホエノールピル
ビン酸（PEP）カルボキシラーゼに触媒される PEP からオキサロ酢酸（Oxa）へのフラックスが働いているが、グ
ルタミン酸生産期においては、それに加えてピルビン酸（Pyr）カルボキシラーゼに触媒される Pyr から Oxa へのフ
ラックスが活性化される。 
 終章では、結言として本研究で得られた知見をまとめ、今後の展望について述べている。 
 以上のように、本論文は微生物を用いた物質生産性向上を目指した合理的な育種に繋がる細胞内状態の定量的な把
握を可能にしたものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
